
平成１８年５月１２日 
平成１８年３月期 決算の概要について 

                      シ ロ キ 工 業 株 式 会 社      

（輸送用機器 東証、名証第１部上場） 
                      （＊百万円未満以下切り捨てております） 
 
１、平成１８年３月期連結決算の概要                          

 
■３月３１日現在の当社の連結子会社数は国内４社、海外５社の計９社で、他に国内に

持分法適用の関連会社が３社であります。前期比で連結子会社が国内で２社、海外で２

社減少いたしました。これは、国内ではシロキ商事株式会社がシロキ運輸株式会社と宇

和島シロキ株式会社を昨年１０月吸収合併し、また海外では昆山白木汽車零部件有限公

司（中国）を昨年１２月、ビナシロキ有限会社（ベトナム）を本年２月、それぞれ清算

したためであります。 
 
売  上  
［４期連続で過去最高の売上。堅調な国内に加え、  

好調な米国、アジアが貢献］  
■当期の連結売上高につきましては、前期比で４．９％増

の１,２３０億３百万円で５７億４千２百万円の増収となり、

４期連続で過去最高を更新しました。これは、得意先自動

車メーカーの輸出好調に伴う国内生産の増加のほか、世界

４極市場対応を視野に入れた生産・供給体制構築による受

注拡大、およびモーターとＥＣＵ（電子制御装置）を一体

化した新型ウインドレギュレータなどの高付加価値化と競

争力強化をはかった新製品の拡販などの効果が貢献したも

のであります。 

■地域別売上高■       

（上段当期、下段前期） 
・日本  

９４８億３千６百万円  
９２４億６千万円 

（前期比２．６％増） 
・米国 

２５３億９千９百万円 
２３３億９千８百万円 

（前期比８．６％増） 
・アジア 

２７億６千７百万円 
１４億１百万円 
（前期比９７．５％増）

・合計  
 １，２３０億３百万円 
１，１７２億６千万円 

（前期比４．９％増） 
■得意先別売上高■       

（上段当期、下段前期） 
・トヨタＧ    （６７．１％） 

８２５億２千１百万円 
７８１億５千７百万円 

（５．６％増） 
・売上高上位３社 
①トヨタ自動車 （３８．５％） 

４７２億９千８百万円 
４７９億６千２百万円 

（１．４％減） 
②トヨタ紡織  （１５．９％）

１９６億１千万円 
１５４億１百万円 

（２７．３％増） 
③スズキ     （８．８％）

１０７億７千１百万円 
１１２億１千７百万円 

（４．０％減） 
＊社名横の（）内は売上構成比率

 

■平成１７年１０月３１日の中間決算発表時の１，１９０

億円の予想に対して３．４％増であります。 
■地域別では、国内は前期比２．６％増の９４８億３千６

百万円で２３億７千６百万円の増収と堅調に推移し、海外

も現地生産拡大によって米国が前期比８．６％増の２５３

億９千９百万円で２０億１百万円の増収となり、アジアも

トヨタ自動車の国際戦略車「ＩＭＶ」の好調な販売に伴う

増産と昨年４月より広州白木汽車零部件有限公司（中国・

広州市）が生産を開始により、前期比９７．５％増の２７

億６千７百万円で１３億６千６百万円の大幅な増収となる

など、日本、米国、アジアの全地域で売上増となりました。 
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■得意先別では、主力のトヨタグループ向けが好調に推移 ■主要製品別売上高■      

（上段当期、下段前期） 
①シートリクライナ・ 

シートアジャスタ 
（３６．１％） 

４４３億５千７百万円 
４１０億１百万円 

（８．２％増） 
②ウインドレギュレータ 

（２８．８％） 
３５３億８千６百万円 
３２８億３千９百万円 

（７．８％増） 
 ③ドアサッシ   （１７．５％） 

２１５億２千１百万円 
２１１億３百万円 

（２．０％増） 
＊ 製品名横の（）内は 
      売上構成比率 
 
■会社別売上高■       

（上段当期、下段前期） 
①シロキ工業  

９５０億５千万円  
９１５億７千３百万円 

（前期比３．８％増） 
②ＳＷＭ 

２５５億２千２百万円 
２３４億５百万円 

（前期比９．０％増） 
③シロキタイランド 

２３億４千５百万円 
１３億３千５百万円 
（前期比７５．７％増） 

④広州白木汽車零部件 
４億６千８百万円 

        － 
      （前期比 －  ） 

し、前期比５.６ ％増の８２５億２千１百万円で４３億６千

４百万円増加したほか、製品別では、新機構・新機能を採 
用したシート部品や新型ウインドレギュレータなどの 
新製品効果によってシートリクライナ・シートアジャスタ

が前期比８．２％、ウインドレギュレータも前期比７．８％

と好調に増加しました。 
 

国内売上 
■国内につきましては、主力のシロキ工業が前期比で３．

８％増の９５０億５千万円で３４億７千６百万円の増収と

なりました。これは、得意先自動車メーカーの輸出が好調

に推移し、輸出向け生産が増加したことや、これに加えて

軽量化をはかったドア部品の「アルミドアサッシ」や、新

機構・新機能を採用した「８ウエイパワーシート」「まった

りシート」などのシート部品、新型ウインドレギュレータ

などの新製品の拡販効果が寄与したためであります。得意

先別では、トヨタグループ向けが好調で前期比３．０％増

の５７４億７千１百万円で１６億８千２百万円増加しまし

た。 
海外売上 

■米国につきましては、米国生産拠点のＳＷマニュファク

チャリング（テネシー州）が、前期比で９．０％増の２５

５億２千２百万円で、２１億１千７百万円の増収となり、

過去最高の売上となりました。これは米国現地のトヨタ自

動車向けが好調に推移したことによるものであります。 
■アジアにつきましては、シロキタイランド（タイ・チョ

ンブリ県）が前期比７５．７％増の２３億４千５百万円で

１０億１千万円の増収となりました。これは、現地トヨタ

自動車の国際戦略車「ＩＭＶ」の好調な販売に伴う生産の

拡大により、大幅に売上を伸張したものであります。また

当期より、昨年４月日産自動車の現地合弁会社の東風汽車

向けに生産を開始した広州白木汽車零部件有限公司（中

国・広州市）の売上４億６千８百万円が加わりました。 
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利  益 
［当期純利益は３５．７％の増益］ 
■利益につきましては、グループをあげて生産性向上や徹 
底した総原価低減に取り組んでまいりましたが、営業利益は

前期比３３．５％減の２０億１千９百万円で１０億１千７百

万円の減益となり、また経常利益は前期比１０．８％減の２

９億８千４百万円で３億６千万円の減益となりました。しか

し、当期純利益では３５．７％増の１２億２千１百万円で３

億２千１百万円の増益とすることができました。 
■主な増減益要因といたしましては、売上増加による増益効

果や徹底した総原価低減活動による合理化効果が収益改善

に寄与したものの、原材料価格高騰による影響や生産拡大に

伴う生産準備費用の増加、海外投資にかかる償却負担増など

により、営業利益段階で１０億１千７百万円の減益となりま

した。経常利益段階では為替差益８億１千６百万円などによ

り３億６千万円の減益にとどまりました。 
■最終損益段階では構造改革の最終年度として子会社の清

算など事業再編に伴う損失１億８千３百万円や、減損会計導

入による影響７億４百万円などを特別損失として計上しま

したが、退職給付費用にかかわる会計基準変更時差異の償却

が前期で終了したことや、子会社事業の不採算部門撤退など

構造改革を積極的に進めたことに伴う会計上の税負担軽減

などにより、当期純利益は１２億２千１百万円となり、前期

比３５．７％増の３億２千１百万円の増益となりました。 
■平成１７年１０月３１日の中間決算発表時の経常利益１

９億円の予想に対して５７．１％の増益で、また当期純利益

６億円の予想に対して１０３．５％の増益であります。 
 
２、平成１８年３月期の主な取り組み実績          

■連結決算概要■      

（上段当期、下段前期） 
①売上高：  
１ ,２３０億３百万円  
１ ,１７２億６千万円  

（前期比４．９％増） 
②営業利益：  

２０億１千９百万円  
３０億３千７百万円  
（前期比３３．５％減） 

③経常利益：  
２９億８千４百万円  
３３億４千４百万円  
（前期比１０．８％減） 

④当期純利益：  
１２億２千１百万円  

９億円  
（前期比３５．７％増）  

 
●１株当たり当期純利益：  

１３円３４銭   

９円３９銭  
●海外売上高比率：  

２３．６％  
２１．７％  

●設備投資：  
６９億２千万円  
６４億２千３百万円  
（前期比７．７％増）  

●減価償却費：  
５５億７千６百万円  
５３億４千７百万円  
（前期比４．３％増）  

 
■セグメント別営業利益■  

（上段当期、下段前期） 
・日本  

１９億９千５百万円  
３０億６千万円 

（前期比３４．８％減） 
・米国 

△１億４千１百万円 
△１億８千５百万円 

（前期比 － ） 
・アジア 

△１億５千６百万円 
△８千１百万円 
（前期比 － ） 

・消去又は全社 
３億２千２百万円 
２億４千４百万円 

    （前期比３１．９％増） 
・合計 

２０億１千９百万円 
３０億３千７百万円 

    （前期比３３．５％減） 

 

［構造改革に目処、新たなスタートへの準備が完了］ 

■当社では世界４極市場への対応を万全なものとすべく、グ 

ローバル供給体制の加速、およびグローバルコスト競争力の 

構築とブランド力の定着に取り組むとともに、構造改革の最 

終年度として事業再編に取り組み、経営の効率化と企業体質 

の更なる強化をはかりました。この結果、永年取り組んで 
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きた構造改革に一応の目処をつけることができ、そしてま 

た、今後は原点に立ち戻り、自動車事業を中心に新たなス 

タートを切る準備ができました。実施した主な取り組みは 

次の通りであります。 

 
■■グローバル展開の加速 
■ 米 国  
①現地富士重工業向けドアサッシ生産開始（０５年４月） 
 ・新規得意先向け生産・納入開始。 
②ジョージア工場拡張、第３工場建設検討 
・日系自動車メーカーの生産拡大に対応。 

■ タ イ  
①シロキタイランドがドアサッシの新規生産準備 
■ 中 国  
①広州白木汽車零部件操業開始      （０５年４月） 
②広州白木汽車零部件がプレス工場新設（０６年３月稼動） 

・プレス部品の生産から組み立てまで現地で一貫生産。 
③広州白木汽車零部件が生産能力増強 

・広州トヨタ自動車向けドアサッシとモールデイング、 
 ウインドレギュレータの生産に対応。 

■■国内事業強化 
①九州シロキ第２工場新設  （０６年３月一部稼動開始） 
・九州地区得意先の生産拡大に対応。 

 ・協力会社を工場内に誘致し「サテライト方式」を導入。 
■■構造改革推進 
①昆山白木汽車零部件（中国）の清算  （０５年１２月） 
・中国事業の集約化による効率化 

②ビナシロキ(ベトナム)の清算      (０６年２月) 
・グループ経営の効率化推進 

③子会社の３社合併          （０５年１０月） 
 ・シロキ商事によるシロキ精機、宇和島シロキの吸収合 
  併し、グループ経営の効率化推進。 
■■新製品開発 
①新型ウインドレギュレータの生産  （０６年１月開始） 
・グローバルサプライヤーとしてグローバル生産・供給 
②「電子技術化推進室」新設      （０５年１２月） 
・高付加価値化と競争力強化をはかった製品開発強化 
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３、平成１９年３月期連結業績予想について       
 
■当社は、創立６０周年を迎える本年を、更なる成長をはか

るスタートの年として位置づけ、今一度原点に立ち戻ります。

そして「世界Ｎｏ．１の魅力ある製品づくり」に積極的に取

り組み、国内では九州、海外では北米、中国、タイの各生産

拠点の整備・強化を進め、世界同時立ち上げに対応できる生

産技術を確保し、グローバルサプライヤーとして「確かな品

質」と「高い技術」でグローバル生産・供給体制を万全なも

のとし、世界競争に総力をあげて勝ち抜いてまいります。 
■特に今期は、グローバル化の本格化により、主要得意先の

戦略車が世界ほぼ同時に立ち上がる時期となります。このグ

ローバル化の進展や規模拡大が確実に収益に貢献するよう

一層基盤整備に力を入れてまいります。 
 
売  上 
［新型ウインドレギュレータとアジアが貢献し、過去最高］ 
■今期の連結の業績予想につきましては、売上高は通期で 
前期比１．６％増の１，２５０億円を予想し、５期連続で過

去最高の売上高更新を予想しております。これはモーターと

ＥＣＵが一体化した新型ウインドレギュレータの世界生

産・供給が本格化するとともに、アジアにおいて生産能力を

増強した中国の広州白木汽車零部件有限公司が広州トヨタ

自動車の「カムリ」向けの生産を開始するなど本格的な生産

に入り、またタイでは現地日産自動車向けのドアサッシの新

規納入を開始するなどアジアの大幅な売上増がみこまれる

からであります。 
 

国内売上 
■引き続き得意先自動車メーカーの輸出向けの生産は堅調

に推移するとともに、新型車投入や積極的な販売活動により

国内市場の活性化が期待されます。しかしながら一方で、ガ

ソリン高などによる消費者心理の冷え込みが予想されると

ころから、国内市場は本格的な回復には至らないものと思わ

れます。このため主力のシロキ工業の通期売上高は前期比１．

０％増の９６０億円を予想しております。 

■１９年３月期連結予想■    

（上段予想、下段前期実績）

①売上高： 

１,２５０億円 

１,２３０億３百万円 

（前期比１．６％増）

②営業利益： 

２８億円 

２０億１千９百万円 

（前期比３８．７％増）

③経常利益： 

２３億円 

２９億８千４百万円 

（前期比２２．９％減）

④当期純利益： 

１０億円 

１２億２千１百万円 

（前期比１８．１％減）

 

●１株当たり当期純利益：  
１１円２７銭  
１３円３４銭  
 

●海外売上高比率：  
２４．７％  
２３．６％  

 
●設備投資：  

８２億３千４百万円  
６９億２千万円 

（前期比１９．０％増） 
 
●減価償却費：  

５９億７千３百万円  
５５億７千６百万円 

（前期比７．１％増）

 

 
 
 
 
■会社別売上高予想■    

（上段予想、下段前期実績） 
①シロキ工業  

９６０億円  
９５０億５千万円 

（前期比１．０％増） 
②ＳＷＭ 

２５２億円 
２５５億２千２百万円 

（前期比１．３％減） 
③シロキタイランド 

３０億円 
２３億４千５百万円 
（前期比２８．０％増） 

⑥広州白木汽車零部件 
２１億円 

    ４億６千８百万円 
      （前期比４．５倍）
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■セグメント別営業利益予想

（上段当期予想、  
下段前期実績） 

・日本  
２０億円  
１９億９千５百万円 
（前期比０．３％増） 

・米国 
４億円 

△１億４千１百万円 
（前期比 ― ） 

・アジア 
２億円 

△１億５千６百万円 
（前期比― ） 

・消去又は全社 
２億円 
３億２千２百万円 

    （前期比３７．９％減） 
・合計 

２８億円 
２０億１千９百万円 

    （前期比３８．７％増） 
 

海外売上 
■米国では、SWマニュファクチャリンブの売上高を前期比

１．３％減の２５２億円でほぼ横ばいを予想しております。 
■アジアでは、タイのシロキタイランドが現地トヨタ自動

車（株）の世界戦略車「ＩＭＶ」向けの生産が引き続き好

調に推移するとともに、現地日産自動車向けのドアサッシ

の納入を開始するため、前期比２８．０％増の３０億円を

予想しております。また、昨年４月より操業を開始した中

国の広州白木汽車零部件が広州トヨタ自動車「カムリ」向

けの生産開始などにより前期比４．５倍の２１億円を予想

しております。 
 
利  益 
［営業利益は増益、経常利益と当期純利益は減益を予想］

■利益につきましては、引き続き増収効果がみこまれるこ

とに加え、海外子会社における収益好転や、構造改革によ

る不採算事業の整理による利益貢献などもみこめることか

ら営業利益は前期比３８．７％増の２８億円を予想してお

ります。 
■海外子会社の収益好転の要因は、米国は鋼材値上りの影

響が収束し、合理化改善が進むとともに原価低減による収

益改善がみこまれるからであります。アジアはタイが引き

続き増収・増益が期待され、また広州白木汽車零部件有限

公司も生産本格化により採算規模に達することが予想され

るからであります。 
■経常利益では、円高が予想されることに加え、米国日系

自動車メーカーの生産拡大に対応するジョージア工場拡張

や第３工場建設などによる資金コストの増加、為替差益８

億円の減少、支払利息２億５千万円の増加などにより、営

業外損益の部で前年比１５億円の悪化がみこまれ、経常利

益は前年比２２．９％減の２３億円を予想しております。 
■また、当期純利益は構造改革が前年終了したことにより

特別損失が減少できることから、前年比１８．１％減の 
１０億円を予想しております。 
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４、１９年３月期の主な取り組みについて          
 

  
■■グローバル展開の加速 
■ 米 国  
①現地日産自動車向けドアサッシ生産開始 （０６年後半） 
②ジョージア工場拡張、稼動開始     （０７年１月） 
③米国第３工場建設、稼動開始      （０７年１月） 
・日系自動車メーカーの生産拡大に対応 

■ タ イ  
①シロキタイランドがドアサッシの新規生産（０６年半ば） 
・現地日産自動車向け納入開始、ＡＳＥＡＮ地区での生 
産強化。 

■ 中 国  
①広州白木汽車零部件の生産拡大 
・広州トヨタ自動車向け生産開始。 

■■国内事業強化 
①シロキ商事の会社分割         (０６年７月） 
 ・シロキクリエイトサービス設立 
②九州シロキ第２工場本格稼動     
・九州地区得意先の生産拡大に対応。 

 
 
 

以 上 

 
■ この件のお問い合わせは： 

シロキ工業株式会社（０５３３）８４－４６９１ 
参与経理部長   大石   
総務部広報担当  眞野 まで 
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